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令和３年全国山火事予防運動
TOPICS

01

林野庁では、３月１日から７日まで「あなたです　森を火事から　守るのは」を統一標語として、
「全国山火事予防運動」を実施し、全国で山火事予防意識の高揚を図る運動や、

森林パトロール等の実施を呼びかけます。
林野火災の被害状況（写真提供：山口県）
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「全国山火事予防運動」の今年のポスターには、熊本県熊本市立出
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山火事予防パレード（写真提供：中部森林管理局）

区分／年次 H27 H28 H29 H30 R元年 平均

出火件数
（件） 1,106	 1,027	 1,284	 1,363	 1,391	 1,234

焼損面積
（ha） 538	 384	 938 606 837 661

損害額
（百万円） 255	 157	 900 202 269 357

［近年の林野火災の発生状況］

資料：消防庁統計資料に基づいて作成

出火件数と焼損面積を１日あたりに換算すると、全国で毎日約３
件発生し、約２ha は焼失していることになります。
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月別の林野火災発生件数（H27 ～ R 元年の平均）

森林保険は、森林所有者を被保険者として、森林についての上記 8 つの災害による損害を
総合的に補償する保険です。山火事防止と併せて、リスクへの備えとしてご検討下さい。

◆森林保険のお問合せ◆　お近くの森林組合、森林組合連合会、または森林保険センターへ
（国研）森林研究・整備機構森林保険センタ－（代表）044-382-3500

例年、林野火災の半数以上は３〜５月に発生しています。
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資料：消防庁統計資料に基づいて作成

山火事防止の
シンボルマーク
「まといリス 」

林野庁からのお願い
①枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火をしないこと
②たき火など火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火すること
③強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしないこと
④火入れをする際は、市町村長の許可を必ず受けること
⑤たばこは、指定された場所で喫煙し、吸いがらは必ず消すとともに、投げ捨てないこと
⑥火遊びはしないこと

林野火災発生（写真提供：岩手県）

地上消火活動（写真提供：山梨県）

空中消火活動（写真提供：兵庫県）

たき火
373件

（30.2%）

火入れ
216件

（17.5%）

放火（疑い含む）
104件

（8.4%）

その他
450件

（36.5%）

火遊び
 28件

（2.3%）
たばこ 63件

（5.1%）

「たき火」が一番、林野火災に繋がる恐れがあります。

火の取扱いの不注意が半数以上

出火原因別発生件数（H27～ R 元年の平均）

資料：消防庁統計資料に基づいて作成
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をご存じですか？

火災 風害 水害 雪害 干害 凍害 潮害 噴火災




